
 

 

 

 

                              

 

 

 園長 引地美津代  

 

桜の時期はあっという間に終わりました。次いで木々の緑が日増しに深まり、あちらこちらの木々が青々

としてきました。先日の土曜日に子どもたちと一緒に花壇のお世話をしました。手伝う！！とめいめいにス

コップを持ち、花の入った袋を片手に私のいくところをずっとついてきて「なにしているの？」「したいな～」

と手伝ってくれました。４年前に子どもたちと植えためばえの前の花壇にも今年もたくさんのクローバーが

出てきました。桂の木の下に一株だけ植えた「サイネリア」も今では坂道いっぱいに広がるほど立派に育ち

ました。 

かえで保育園のお庭は全て手作り花壇・・子どもたちと一緒に植えた木々や花々もすっかり根付いてくれ

ました。毎年、必ずお花や土に興味を持ち、私が花を触りだすとじっと見て覚えていく子どもたちも世代交

代してまた新たにお手伝い班が結成されます。今年も新しいメンバーときれいなお庭を目指してお手入れし

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

     

 

            

 

〈サイネリア〉           〈アジサイ〉           〈松〉 

 

さて、４月中旬より幼児クラスで暮らす懇談会がありました。お仕事をご都合つけてのご参加ありがとうご

ざいます。ここで話し合われた内容をお知らせすると共に、改善事項もお伝えしたいと思います。 

 

・連絡方法について 

 掲示版の内容とよい子ネット・また、保育者からの発言が統一できておらず、行事の準備内容が変わって

いた 

・POP内容と後日変更した内容が読み取りにくい 

・保護者以外の人が迎えに来られた場合の内容の変更や細かいことが分からず、困った 

 

＜改善案＞ 

 ・クラスの前にホワイトボードを設置し、クラスの変更や細かくお知らせすべき内容を掲示する 

 ・メモ・ペンは１階のお知らせボードに設置 

 ・popの内容を同内容でよい子ネットにも乗せる 

  

保護者対応 

・朝、伝えていたことが帰りに伝わっていないことがあった 

・朝札が出来ていない 

・インターホン越しに無言で解錠されると解錠されているかどうかの確認が出来ない。 

 

＜改善策＞ 

 ・連絡ボードの見直しと朝の職員同士の会話の充実 

 ・職員間で挨拶の意識は向上できるよう指導します。 

 

まだまだ、出来ていないことが多いと思いますが、今年こそ、笑顔で誰でもが過せることが出来る空間作り 

を心がけていきます。 

平 成 ２ ９ 年 ５ 月 １ 日 
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～乳児からのお知らせ・お願い～ 

・服や持ち物に必ず記名をお願いします 

（靴に記名がないものがとても多いです） 

 薄くなっていたり、消えていたりするも

のも多くなっていますのでもう一度ご

確認お願いします。 

にこにこメッセージ♪          

                                  

園庭には色々な種類の木があります。４月初旬には芽を出し始めたばかりの木も最近

のぽかぽか陽気ですっかり新緑の季節と変わっていき目を癒してくれています。 

めばえぐみのテラス前に「桂」という木があります。この木は園長先生が大好きな木で

開園時に植えられたそうです。葉っぱが「ハートのような形」で今からの季節はひらひ

らと気持ちよく風に揺られています。「桂」の木の横には、５０センチほどに伸びた「桜」

が植わっていて、園で植えた覚えのない木が生長しているのです。公園に散歩したとき

にこどもたちがよく落ちている枝をひろってくることがあるのですがその木をたまたま

土に挿したものが根付いたのか？今年も花は咲かなかったものの、桂に負けないほどの

青々とした葉を何枚も見ることができます。根付いたことに気付いたのは昨年ですが、

少しづつ大きくなっています。こんな不思議なことがあるのか、木に詳しい方がいらし

たら教えて下さいね。様々な草花や木も子どもたちに水をかけてもらったり話かけても

らったりしながら、時には葉や花をちぎられたりすることもありますが、たくましく共

存し生長しています。食用できるものもたくさんあります。子どもたちが木や草花を発

見したり、気付いたり探求したりすることができる「きっかけづくり」を作っていきた

いと思います。 

                            主任保育士 藤森寿美 

  

      

 

                                       

                                        

 

  

  

 

    

 

 

 

 

             

 

                                

 

 

～幼児からのお知らせ・お願い～ 

・はみがきを新しくされる際には、名前の横に、

新しくしたその月も一緒に書いてください 

例・・（○○・５月） 

・暖かくなってきましたので外用上着をお持ち

帰りください。 

・ロッカーの中に衣服、パンツが十分にあるか

確認をお願いします。パンツがない場合は 

買い取りとなります。（２５０円） 



～めばえぐみ～ 

ねらい：「保育園生活に慣れ、楽しく過ごす」 

うた：「さんぽ・ことりのうた・メンメンスースー・こっちのたんぽ」 

保育園生活が始まり、早くも一ヶ月が経ちました。子どもたちも少しずつ保育園にも先生にもお友だ

ちにも慣れて来てくれたようで、笑顔がたくさん見られるようになりました。少しずつ体調をみおな

がら園庭にも出たりお散歩にも出かけたりすることが出来ました。お部屋でも棚にあるおもちゃを触

ってみようと手を伸ばしてみたり、ハイハイやずり這いでお部屋の中を歩き回ったり活動的に遊ぶ姿

も見られるようになりました。 

～バギーに乗って～ 

4人乗りのバギーに乗って園庭をぐるぐるとまわって遊びました。始め

は怖がっていたみんなですが、だんだん慣れてくると先生の歌に合わせ

て揺られたり、外の風を気持ちよさそうに感じてすやすやと眠ってしま

う子もいました。また隣や前に座っているお友だちにも興味をもって触

ってみようとそっと触れてみたりするお友だちもいてぐっと距離が縮

まったのではないかと思います。また、幼児クラスのお兄ちゃん・お姉

ちゃんが園庭に出てくると「めばえさんだ、かわいい」といって帽子を被せてあげたり一緒にバギー

を押してくれたりお世話をしてくれていました。そんなお兄ちゃん・お姉ちゃんたちに初めは戸惑っ

ていましたが最近では笑いかける姿も見られます。 

 

～いいものみーつけたっ～ 

お部屋では棚に置いてある玩具を取ろうと一生懸命

ハイハイしたりつかまり立ちをして手を伸ばしてと

ります。お友達が遊んでいる所を見ると自分も欲しく

なり「いいものみつけた!」という得意気な顔をしながら玩具を探しに行きます。また、寝転びながら

遊んでいる時には「アー、うー」などたくさんおしゃべりをしながら遊んでいます。隣に居るお友達

とお話をしているようにも聞こえて可愛らしいです。 

４月に入ってすぐはお部屋にある玩具には目もくれず泣いていましたが毎日の生活の中で慣れていっ

てその子なりに一生懸命過ごしているんだなと思います。これからも保育園でたくさん楽しく過ごし

ていろんなことを「見つけたよ！」と教えてくれるように大きく成長して欲しいなと思います。   

“担任の思い”  

少しずつ慣れてきて子供たちも活発に自分たちでおもちゃを探していくようになり、毎日成長してい

く姿を見ることが出来、嬉しく思います。忙しい中、慣らし保育のご協力もありがとうございました。

保育園での生活リズムも安定してくるようになり遊び・食事・睡眠とゆったりと過ごせるようになっ

てきました。５月はもっとお友達や先生やお部屋に慣れたくさんの物に触れて楽しいと感じてもらえ

るように過ごしていきたいと思っています。子ども一人一人と丁寧に関わっていきながら育っていく

姿を見守っていきたいと思います。 

                               足立真裕子・須藤聖美・林千紗 

 

 



～ふたばくみ～ 

ねらい：「水や土の感触を楽しもう」 

う た：「さんぽ」「げんこつ山のたぬきさん」 

新しいお部屋や保育者にも慣れ、好きな玩具でじっくりと遊んだり、お友達の顔を見てにっこり

したりする姿が増えてきたふたば組です。お部屋ではおままごとや電車を楽しみ、園庭ではフープ

列車やダンゴ虫探しを楽しんでいます。また、春のぽかぽか陽気を感じながら、水遊びや砂遊びを

のびのびと楽しむ姿もたくさん見られるようになりました。日増しに日差しが強くなっていきます

が、水分補給や体調に十分気をつけ、元気いっぱいに遊んでいきたいと思います。 

 

～園庭だいすき～ 

みんなの大好きな園庭には、砂場、築山、すべり台、 

じゃぶじゃぶ池、テラスと子どもたちの心をくすぐる場所が沢山

あります。園庭をグルっと散歩することが好きな子も多く、フー

プを持ってお友達と一緒にお散歩する姿をよく見かけます。 し

ばらくすると、スコップとお皿を持って砂場でおままごとが始ま

りったり、ビオトープのオタマジャクシをじーっと眺めて次第に

水遊びを始めるもいます。  また、竹でできた楽器もとても人

気で、一人の子がポコポコと音を鳴らし始めると、自然と沢山の

友だちが集まってきて春の大演奏会が始まります。これからもみ

んなの大好きがたくさん見つかる園庭遊びにしていきたいと思

います。 

 

 

 

～絵本～ 

                めばえ組の頃から絵本が大好きだったふたば組の子ど 

も達。今でも手遊びが始まると「なんのえほんかな？」と集まっ

て来てくれます。本を読み進めていく中で「あ！」と展開を楽し

んだり、指差ししたりして「これがすきだよ」と教えてくれます。

擬音がよく出てくる絵本や、くりかえしの多い絵本、食べ物の絵

本は子ども達がとても大好きなので、これからも子どもたちの発

達や好きな物に合わせて絵本を探して読んでいきたいと思いま

す。 

                   

“担任の思い” 

新ふたば組になって早1ヶ月が経ちました。新しい生活にも少しずつ慣れ、園庭散策をしたり、

砂場でままごとをしたりと好きな遊びを自分で見つけて遊び始める姿も少しずつ増えています。 

朝はまだ泣いてしまうこともありますが、遊び始めるとお友達と顔を見合わせながらにこにこ笑顔

で楽しく過ごしています。4月は晴れの日が多く、水遊びを始める子も出てきました。 5月は少

しずつ暑くなってもきますので、水あそびや土遊びのほかにも、園外への散歩も楽しんでいきたい

と考えています。                  西口 智子・猪塚 明友美・星加 由美子 

 

 



～つぼみぐみ～ 

ねらい：「お友達と“一緒に”を楽しむ」 

う た：「ことりのうた」「なべなべ」「うちのうらの」 

新しいお部屋、生活の流れにもすっかり慣れてきている様子のつぼみさん。自分の好きなあそびを

見つけて、気の済むまであそぶことができるようになってきました。 

つぼみになってから始まった毎週木曜日の体育遊びの日には、朝から「体操服だよー」と体操服を

着ることが嬉しいようで色々な先生に見せてまわっています。あいさつも大きな声で「おはようご

ざいます」と、とってもかっこいいつぼみさんです。 

 

“お世話遊び” 

つぼみの部屋には赤ちゃんの人形さんが３人いるのですが、ど

の子にもとっても優しく接してあそんでいます。布団をかけて

ベッドを揺らして寝かせてあげようとしたり、洋服を着替えさ

せてあげたり、おんぶや抱っこをして一緒にお散歩にもでかけ

ています。保育者も優しく優しく抱っこすることによって、子

どもたちも「やさしくするんだよ」と他の子に教えてあげなが

らあそんでいます。園庭に出てめばえ組の子を見つけると、窓

にへばりついてうれしそうに見ていたり、優しくほっぺたを触

ったり頭をよしよししてくれます。 

自分よりも小さなお友達に対して優しいつぼみさんを見ている

と、立派なお兄さん・お姉さんになってきているのだと何だ

かほっこり嬉しくなる毎日です。 

 

“どろんこ大好き” 

あったかくなってきて、園庭あそびでも水や泥であそぶことが

多くなってきました。水やりをするのがブームになってきてい

ますが、水やりをしているうちに自分の周りにも水たまり

が、、、、その中を裸足でジャブジャブ歩いたり泥だんごを作った

り、スコップで泥水を上手にすくったりして楽しんでいます。

泥のぐにょぐにょした感触が楽しいようで、両手で思い切り触

ってお部屋の中に入る頃にはおしりまでどろどろになってあそ

んでいます。 

“担任の思い” 

活動量も増えて、午睡の時間にはあっというまに眠ってしまう日が多くなってきました。園庭では

おもいきり体を動かしてあそび、室内では少し落ち着いてゆったりあそべる時間も大切にしていき

たいと思っています。お友達と一緒にあそぶことも大好きですが、まだまだ甘えたい気持ちもたく

さんのつぼみさん。保育者と関わる時間もたっぷり作り、安心してお友達との関わりを深めていけ

るようにしたいと思います。また、気持ちのいい天気が続いていますので、園の周りや公園などの

お散歩にもどんどん出かけて行こうと思っています。 

原田千尋 林奈津美 立田英玲奈 

 

 



～いぶきぐみ～ 

ねらい：「やりたいことをやってみる」 

う た：「こいのぼり・ドロップスのうた・バスにのって」 

いぶきになり1か月が経ちましたね。一人ひとりが新しい生活に戸惑いながらも「楽しそうだな」「や

ってみたいな」と、はじめての道具でもあそびたい気持ちでなんでもチャレンジしていました。塗り絵

や折り紙などだいち・ひかりさんがしているのを見て、わくわくしながら「やりたい」と教えてくれま

す。折り紙はまだ難しいですが、お兄さんたちに教えてもらいながら自分で折ってみることを体験しま

した。完成してはとびきりの笑顔を見せてくれます。 

 “シャベル使ってみたい” 

幼児のお部屋になり、新しいおもちゃで遊べる！と嬉しそうない

ぶきさん。お部屋だけでなく園庭でも新しく遊びたいものも出て

きました。シャベルを見ると「何かしたい！ほしい！」と目を輝

かせ、「ちょっと待ってね」と保育者が渡すまでに「何しよう…！」

と想像が膨らんでいきます。まず砂をかき集めていると小さな砂

山ができました。その砂山を見た子どもたちは「おもちつきや！」

「ぺったんしよ！」とシャベルを杵に見立てておもちつきが始ま

りました。きちんとその横にはおもちに水を付ける役のお友達もいます。2人で息を合わせて「ぺった

ん ぺったん」とリズミカルにおもちをついていました。 

 “泥団子作りたい” 

色んなことに挑戦するいぶきさんは、泥団子作りにも興味津々。自

然とどの場所の泥で作るといいか分かっているようで、いつも定位

置で泥団子を作っています。最初は水の量が多かったり、力を入れ

すぎてしまったりとお兄さんたちのようなまんまるの泥団子は難

しかったですが、慣れてくると力の入れ方も分かって繰り返しさら

さらの砂をまぶしてはまんまるの泥団子を作っています。「さら砂

かけて」とお友達にお願いしたり、「みて、めっちゃ固いで」とお

友達に見せたり一人で黙々と作りながらお友達と泥団子を見せ合って楽しんでいます。 

 “折り紙したい” 

お部屋では折り紙も挑戦中。角を折ってみたら家になった、半分に

折ってもう一度半分に折って小さな四角になった、など自由に折る

ことを楽しんでいます。また、折り紙の本を見て自分で作りたいも

のも選んでいます。その中でも人気なのは“こいのぼり”です。園

庭に高々と泳いでいるこいのぼりはとても印象が強いのでしょう。

こいのぼり折りたい！と一人が言えばまた一人、二人と折り紙を持

ってきてみんなで挑戦しています。「折った線まで折る？」「指を入

れてからつぶす？」と悩んでいますが、「できない～！」と言いながら最後まで自分でやってみようと

するいぶきさんです。 

“担任の思い“ 

「～したい」が増えてきたいぶき組。何事もやってみなければ分からないですし、色んなことに挑戦す

ることで気付くこと、感じることが生まれると思います。遊びの中だけでなく生活の中でも、今までは

手伝ってもらっていたことを一人でやってみるということも新たな成長となるのではないでしょうか。

これからたくさんの“初めて”を乗り越えて行くいぶき組のドキドキをそばで見守っていきたいです。                                      

谷角 早紀 

 



～ひかりぐみ～ 

ねらい：「話をする人の目を見て聞く」 

う た：「ドロップス」「こいのぼり」 

ひかりぐみになってあっという間に１か月が経ちました。新しく担任も変わり、不安に思う気持ちもあ

ったと思いますが、今では「先生おはよう！」「今日外出たら鬼ごっこしよう！」と話しかけてくれる

ことも増えました。子どもたちの中では家族ごっこや鬼ごっこ、色水遊び等いろんな遊びを見つけて誰

がどの役をするのか話し合ったり、一緒に楽しく遊ぶ姿が見られます。これから日々遊んだり、話した

りする中で楽しいこと、悲しいこと、悔しいこと、嬉しいことをみんなで経験することができるよう関

係性を築いていきたいです。 

 “こんな絵描いたよ” 

先日、太田先生との絵画遊びの中で「好きなことを描いてみよう」

をテーマに画用紙にクレパスで描きました。ひかり組になってか

らは自分のクレパスが使える！と嬉しそうにクレパスを見つめて

いました。一人一人が思い思いに描いた絵を発表してみよう！と

発表会をしました。お客さんとしてみる子はワクワクしながら、

絵の発表する子はどんなことを描いたか嬉しそうに話をしていま

した。発表するおともだちを見て「この子可愛いね」「いろんな色

がいっぱいある」「これは誰描いたの？」と絵を見ていた子どもた

ちからも自然と質問をしていました。始めはみんなの前にでて発表

するのをドキドキしていた子も自分で描いた絵を指しながら発表

する姿がとても可愛らしくも、子どもたちの感じたことを言葉で伝

えることの大切さを知ったひとときでした。 

 

“次はこれしよう！” 

外遊びではリレーや鬼ごっこと身体を動かすことが大好きなひか

りさん。子どもたちと鬼ごっこをしていると「じゃあ次はたけの

こ鬼ごっこね！」「いいよ！」「逃げる人は白帽子ね」とルール

を決めて鬼ごっこが始まります。始めは数人から始まる鬼ごっこ

ですが、逃げている時の楽しそうな声や捕まってしまったときに

助け合う姿を見て「入れて～！」「一緒にしたい！」と自然と集

まって気づくとみんなで鬼ごっこをしていることもよくありま

す。室内では家族ごっこが始まったかと思うと「じゃあ次はかる

たしよう！」と一緒に遊ぶことも増えてきました。 

“担任の思い”  

絵で表現したり、言葉で伝えたり、みんなで遊びのルールを決めたりする中で子どもたちの興味や発見

はたくさんあり、私自身子どもたちの新しい発見や素直な気持ちに気づかされることがあります。「先

生これ見て！」とキラキラした目で教えてくれる姿を見て、子どもたちの小さな発見や、感じたこと、

やってみたいと思ったことを１つ１つ実現できる１年にしたいなと感じました。自分でできることも、

自分でやってみたいことも増えて何事にも興味津々なひかりさん。気持ちをうまく伝えられなかった

り、楽しすぎて気持ちのコントロールができなかったりありますがいろんなことを一緒に考えて感じて

1日1日を大切に過ごしていきたいと思います。                日笠 加菜 

 



～だいちぐみ～ 

ねらい：「友だちと交わる」「言葉で伝える」 

う た：「風はともだち」「せいくらべ」 

“だいちさん”と呼ばれることにもすっかりと慣れましたね。お昼寝の 

時間は自分の体の事を考えて、ゆっくりと休められるようにもなって 

きました。そらまめの栽培や新玉ねぎの皮の染め物、竹馬、リレーなど 

あそびの中でも不思議に感じて“やってみたい！”初めてのことも 

“挑戦してみよう”という気持ちが出てきています。 

これからもどんどんと広がっていくだいちさんの興味に寄り添い、 

わくわくするような計画をしていきたいと思います。 

５月は温かい天候の中、園外に出かけることも予定しています。 

“あたたかい気持ち” 

4月よりペアのいぶきさんのお手伝いを任されただいちさん、どのようにお手伝いすれば良いものか、どん

な風に声をかければ気持ちが通じるのか、悩みながらもこの一ヶ月毎日向き合ってくれていました。「○

○ちゃん、お集まりいこう」と誘いかけると「いやだ、自分で行く」と断られてしまうこともしばしば…。

きっといぶきさんもちょっぴり恥ずかしい気持ちがあったのでしょうね。 

そういったやりとりを繰り返し、今では“ぼくのお兄ちゃん、お姉ちゃん”という存在に変わってきてい

ます。 

おやつの時間には、ぐっすりと眠っているいぶきさんを優しく起こすところから始まります。 

「先生、○○くんがなかなか起きないよ～」と長い時間ベットの傍で待ち続けることもありました。そう

かと思えば、だいちさんの方がぐっすりと眠っていて「あれ、お兄ちゃん起きないね～」と 

いぶきさんがにこにこ見つめる姿もありました。 

おやつに降りると、いぶきさんの分の牛乳をだいちさんが注いでくれます。「○○ちゃんは、牛乳あんま

り好きじゃないんだよね。どのくらい？ストップって言ってね」など、友だちのことを想いやる優しい気

持ちが言葉に表れています。 

いぶきさんの様子が変わってきたと同時に、だいちさんの中でも頼られることの喜びを感じ、自然とペア

のお友だちを心配する姿が見られるようになってきました。 

昼食に苦手な物がありなかなか進まない子がいると、 

どうしても気になるようで傍に寄りじっと 

見つめています。「どれが嫌いなの？」「おいしいよ」と 

声をかけてくれたり、お昼寝の部屋まで送り届けてくれたり、 

いぶきさんの落としたごみをそっと拾いながら 

「もー、○○くんったら」と微笑む表情には、まるで本当の 

お兄さんお姉さんのような温もりを感じます。 

“担任の思い”  

少しずつですが、子どもたちだけで関係性を築き、安心できる居場所を作っているところです。 

不思議なことに、子ども同士にしか作り出せない空気感がありますね。 

なるべく大人はそっと見守り、だいちさんが困った時や“ぼくもぎゅってして欲しいな”という 

時に受け止めてあげられる存在でありたいと思います。 

だいちさんの中でも、友だちと気持ちがぶつかり合う場面が少しずつ見られるようになってきました。自

分を表現すること、相手を知ることで、今後どのような心の変化が見られるのか楽しみです。 

河本 彩奈 

 

 



 

保護者の方からのおはなしコーナー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

               

お出かけ先でかえで保育園のお友達を見つ

けた時にそっと「あれ、かえでの子」と笑顔

で教えてくれます。ママ同士で会釈を交わす

こともあるけど小さいお子さんだとこちら

も存じ上げず、子どもたちだけで少し意識し

つつにこにこしてすれ違う感じがとてもか

わいらしくほほえましいです。こういう関係

も少人数保育園の良いところだなと思いま

す。 

 

だいち組 みつえさん 

 

保育園で習ったことを家で教えてくれる

娘。「こんな歌知ってる？こんなの折れ

る？」と聞いては、私たちが知らないと答

えると得意気に教えてくれます。折り方は

まずこうやって～と丁寧に。そんな娘が見

たくて知っていてもつい知らないわ～と

答えてしまいます。 

ひかり組 せつこさん 

この間「何食べたい？」と聞いてみると「カ

レーライス」としっかりと返答が。最近普

通に会話できることが多くなり驚いていま

す。めばえ組さんからふたば組さんに進級

しすこしお兄ちゃんになった実感もあるの

か少し前まではほぼ毎日別れ際は泣いてい

たのに最近ではしっかりお見送りしてくれ

る日も多くなりました。ふたば組さんでの

一年の成長もとても楽しみです。 

ふたば組 まりなさん 

「今日は何をして遊んだの？」と聞くと、

「○○ちゃんとおりがみした」「○○先生と

体操した」と園の様子を自分で伝えられる

ようになり、お家で会話するのが楽しくな

ってきました。これからもいっぱいお話し

してね。楽しみにしています。 

いぶき組 さちこさん 

まだまだ甘えん坊の息子ですが、最近では

シャツを自分で着ようとしたり靴を脱いだ

り少しずつ成長が見れて嬉しいです。先生

方の根気強い保育とお友達のお手本のおか

げです。これからまた一年大好きな先生と

お友達とのかかわりでどんな成長を見せて

くれるか楽しみです。 

 

つぼみ組 ゆみこさん 



～お台所から～ 

 

さわやかな気候となり過ごしやすい季節になりました。 

そして新年度が始まり一か月が経とうとしています。新しいクラスでの給食にも慣れてきたころでしょ

うか。  

４月はだいち組が毎日交代でお米を炊くという活動をしています。最初は苦戦していた子どもたちも

日に日に上達してきて 3 日目頃にはボールの中のお米が飛び出さないように洗えるようになってきまし

た。5 月も更にたくさんの食べ物に触れて食べることの楽しさを感じられる子どもたちに育ってほしい

です。 

 

 

５月の献立  旬の食材 

さわら アスパラガス 春キャベツ 新玉ねぎ 

えんどう豆 レタス 新玉ねぎ 若ごぼう 

新ごぼう ふき しろ菜 きぬさや 

 

５月に予定している食育活動 

・キャベツをちぎる（５月８日 いぶき組） 

・たまねぎの皮をむく（５月１７日 ひかり組） 

・ふきのすじを取る（５月２５日 だいち組） 

 

５月１０日は子どもの日の集いです 

この日のおやつはかしわ餅（幼児）、きな粉おはぎ（乳児）を手作りします。 

端午の節句に柏餅を食べるのは、柏の葉は新芽が出るまで古い葉が落ちないことから子孫代々栄えるよ

うにと言う願いが込められています。 

子どもたちの健やかな成長を願って皆でお祝いしましょう。 

 

  

 

えんどう豆の皮むき         4 月のお誕生日          筍の皮むき 

（ひかり組）         デコポンとイチゴのケーキ        （だいち組） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 



 

 

 

５月１０日 はこどもの日の集いをします。手作り柏餅 

をいただきます。 

 

毎月１回、保育終了後、職員会議を行なっています。 

たくさんの案件があり、全員で確認しながら進めますの 

で会議の日をお知らせいたしますので、速やかに降園し 

ていただきますようご協力ください。 

今月は、５月２９日（月）１８：００～です 

 

かえでカフェ・ダンデイタイムは５月２０日に今年度の 

企画を話し合いたいと思います。保護者会終了後、少し 

お時間をください（１１：４５～１２：３０） 

２０日までに今年度の「やりたいことアンケート」をと 

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・４月１日 入園式 

１５名の新入園児を迎え、２９年度がスタートしました。

歌のプレゼントでは「園歌」と「365日の紙飛行機」

を歌い、新入園児のお祝いをしました。多くの方に 

参列していただき、ありがとうございました。 

 

 

・４月３日 進級式 

ひとつ大きくなりました。式で園長先生から新クラスの

先生を紹介してもらったり、全員で園歌を歌ったりして

進級のお祝いをしました。 

 

 

 

・これからますます気温が上がってきます。お子様の

ロッカーの中の衣服の入れ替えと補充をしてくだ

さい。 

尚、幼児クラスはパンツがない場合は保育園からお

渡ししますが、購入となります。1枚250円 

 

・入退館のカードは子どもたちにさせないでください 

・帽子・靴は一週間に一回は洗濯してください 

・諸費は登園時ではなく降園時に事務所にお渡しくだ

さい        

 

 

≪５月の予定≫ 

１０日（水）こどもの日の集い       

１１日（木）体操 

        保健師による巡回指導 

 

１２日（金）ふたば～だいちお弁当日 

      ＊お弁当の用意をお願いします。 

       めばえぐみの食事は園で用意します。 

       

つぼみぐみクラス懇談会 

      （１７：３０～１８：３０） 

 

１５日（月）だいちおでかけ予定 

１７日（水）だいちおでかけ予定 

      ＊詳細は後日お知らせします 

１８日（木）体操 

１９日（金）絵画 

２０日 保護者会とアートで遊ぼう会 

２２日（月）月例健診１４：４５～ 

２５日（木）体操 

２８日 西宮市保育協議会就職フェア 

２９日（月）誕生会 

３１日（水）絵画 

 

 

 

≪6月の予定≫ 

 

  ６月２日  松秀交流会 

こんなことしたよ♪ 


